
 2月16日からJヴィレッジ診療所で

働いてきました。 

  Jヴィレッジは福島第一原発から

南に約20km,第二原発からは10kmの

位置にあり、第一原発を中心とした

同心円状の警戒区域境界上にありま

す。原発事故の収束宣言も報告され

ていますが、実際は、事故収束のた

めに未だに毎日、平均３０００人ほどの作業員が従事しておりました。J

ヴィレッジはこうした作業員のゲート機能を担っており、作業員は毎朝こ

こで防護衣に着替え、防護マスク、線量計などを所持して専用の車に乗り

込んで第一原発内に入ります。作業終了後、再びここに戻って汚染検査を

行った後に宿舎に戻りますが、建物内には緊張感が漂っており、写真撮影

は禁止されておりました。 

 このJヴィレッジの敷地内には日本フットボール協会のスポーツ医療診

療所がありましたが、東京電力はこれを借り入れJヴィレッジ診療所とし

て第一原発で働く作業員の健康を支える拠点として運用しております。こ

こには医師１名、看護士２名が駐在し作業員の一般診療にあたっています

が、１日平均２０～４０名ほどが体調不良、作業事故などで受診されてお

りました。診療所には常備薬や点滴などは病院並みにそろっており、レン

トゲン装置、MRIなども備わっており、重症患者の輸送用にヘリポートも

設置されてあります。ただし、震災後、MRIは磁場の乱れもあり稼働して

おりません。 

 私が業務に携わった１日目には1８名が受診されました。防護衣で乾燥

するのか上気道感染症など喉の異常を訴える患者さんが多い印象でした。

季節がら、インフルエンザなどの蔓延にはかなり神経質となっており、疑

わしい人にはなるべくインフルエンザの診断キットを使用するよう説明が

ありました。多くは感冒でしたが、インフルエンザ反応陽性者も４名おら

れました。瓦礫の撤去作業中に転倒し足首に捻挫を負った患者さんなど外

傷患者も数名おられました。全国か

ら原発に関連した下請け業者の従業

員が多く参加していることから、５

０代後半の方も多数おられ、高血

圧、腰痛などの持病の悪化で受診さ

れる方も数名おられ、地元に戻られ

たら早くかかりつけ医を受診するよ

う指導してきました。(次頁へ) 
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【【【【医学講話医学講話医学講話医学講話がががが開催開催開催開催されましたされましたされましたされました】】】】    

 ３月６日（火）の午後６時半から腎・透析内科部長廣瀬先生による「リウマチの診断と治療」につい

て、関節リウマチ治療の歴史や治療基準の推移、診断方法の変遷など、随所にグラフ等を用いて丁寧

に説明されました。 

 たとえば、リウマチの治療が遅いほど手指等の変形率が

半年以内に急激に上がるため、早期発見が大事になってく

ること（左図参照）。リウマチと関節症の違いは、前者は

骨が溶ける（破壊される）が、後者は骨が硬くなること。

また、内科だけではなく必ず整形外科も受診することも

おっしゃっていました。そうすることで、内科と整形外科

とで連携のとれた治療を行うことができるなど、患者さん

の気になる点についても説明されていました。 

 

 また、講演後の質疑応答でも、聴講された方から様々な質問

も飛び交っていました。 

  

 今回の講演内容は、燕三条FM放送局にて前後半２回に分けてラジオ放送されます。「医学講話を聞きに行

きたいけど行けない」という方、この機会にぜひご聴講ください♪ 

 

 放送日：第１回 平成２４年３月２２日（木） 午後０：３０～１：００ （再 ２３日（金） 午後４：３０～５：００） 

       第２回 平成２４年３月２９日（木） 午後０：３０～１：００ （再 ３０日（金） 午後４：３０～５：００） 

 番組名：燕三条FM放送局（７６．８MHZ） 「ハート健康相談室」 

 

＜２４年度 開催予定表＞ 

  開催場所は労災病院１階外来ホール、開始時間は18:30からとなっております。 

 ご聴講は無料ですので、ぜひお越し下さい。 

 ※都合により、講演者や演題の一部が変更になることがありますので、ご了承下さい。 

日 付 演題 講演者 

5月8日（火） 
糖尿病と末梢神経障害について 

～糖尿病でしびれを感じたら～ 
神経内科部長 菊川医師 

7月10日（火） 膝痛、腰痛の運動療法について 
リハビリテーション科技師長 

内田技師 

9月11日（火） 市民のための救急対応講座 
新潟医療技術専門学校 

麻酔科医 羽柴医師 

11月13日（火） 薬の正しい飲み方について 薬剤部 

 その他の業務としては、従業員の健康診断（100 mSvを超える人が対象）や各医療班を結んで毎日開

かれるWEB会議に参加して活動内容を報告します。患者動向、被爆状況などが本社、各医療機関、福

島医大の救急部、救急医学会などから連日報告されます。今回の会議ではJヴィレッジでの医療活動を

第二原発まで進める計画も報告されました。 

 各スタッフとも非常に熱心で前向きに献身的に活動されており、その熱意に感動してきました。今

後、もし機会があったら、再度、参加したいと思っております。 
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 【【【【編集部編集部編集部編集部よりよりよりより】】】】 

  今年は雪が多かったので春がほんとに待ち遠しかったですね。 

 でも、いざ雪が消え始めたら、あっというまに無くなって。 

 あれれ？ ちょっとさみしい感じが・・・。 

  さて、今年度も「燕ろうさいつうしん」をご覧いただき 

 ありがとうございました。 

  新年度も編集部一同がんばって情報を発信していきたいと 

 思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。 （記：な） 

 

当院外来では、平成２４年１月より再来患者様の受付方法を変

更させていただきました。 

 すべての再来患者様には、予約の有無にかかわらず自動再来受

付機での受付をお願いしています。 

  

 受付機は正面玄関を入ってすぐの２番窓口前に２台設置されて

います。  

 受診の際には、ご来院になられましたら、まず最初に受付機で

受付をお願いします。 

   

①診察券を受付機に入れます。 

②予約のある方→予約内容を確認し確認ボタンを押します。 

予約のない方→受診を希望する科を押します。 

③受付機横のプリンターより受付票が発行されます。 

④診察券、受付票、予約票（予約のある方のみ）を各科外来 

 窓口にご提出ください。 

  

操作方法などご不明な点がございましたら、お近くの職員まで

お尋ねください。 
 

なお、初めて受診される方、紹介状をお持ちの方、診察券がな

い方は今までどおり１番窓口での受付となります。 

【【【【外来受付方法外来受付方法外来受付方法外来受付方法がががが変更変更変更変更になりましたになりましたになりましたになりました】】】】    

【【【【ボランティアボランティアボランティアボランティアをしてみませんかをしてみませんかをしてみませんかをしてみませんか？】？】？】？】    

燕労災病院では、各種ボランティアを募集しています。ご協力いただける方は、当院総務課までご

連絡ください。 

 

○活動日及び時間 ・月曜日～金曜日（祝日、病院の休日及び年末年始を除いた日） 

         ・午前８：１５～午後５：００までの間で、希望される時間 

○活 動 内 容 ・外来ホール周辺、インフォメーションでの案内 

         ・入院患者さんの介助（読書、散歩介助、特に患者さんの話し相手など） 等 

 ○問 い 合 わ せ 先  ℡ （０２５６）６４－５１１１  

                燕労災病院 総務課長 西岡 
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